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３ はじめの言葉 

 
 
４ 情報戦まっただ中 

試される日本の秘密力             田原文夫 

特定秘密保護法に関連して、国民の知る権利論と国民を守るための国家秘密論が行き交

っている。法案自体はすでに国会決議されてしまっている。今や、その運用をどうするか

を真剣に議論する段階にある。しかし、マスコミ紙誌では連日「秘密保護法反対」を叫び

続けている。反対論には、各界著名人が持論を展開する形で参加している。しかし、国家

国民にとって国家秘密を持つことの是非については、今ひとつ迫力ある論じられ方にはな

っていない。反対のための反対論になっているせいだろう。国家秘密の保護がない国が、

世界中でどれくらいあるかをベースにしたマスコミ報道があってもいいだろう。 
 
秘密とは何か、何が秘密なのか 

 特定秘密情報保護法で言う、秘密の定義で大変もめた。秘密をどう決め、どう保護する

かでも同様である。秘密とは、特定かどうかは別にして、どういうものなのかについて説

明が足りない、と責められる。理由の一つが、秘密と公開の兼ね合いである。国民の知る

権利との兼ね合いである。 
 情報に、秘密と公開と、相容れない部分があるのも特徴で、ある人にとって、どうでも

いい情報が、別の人にとって、大切な情報になるのである。 
 久しぶりに、テレビでデモを見た。懐かしい風景だが、彼らは、情報公開を主張し、情

報の秘密化に反対するが、反対の内容は千差万別だった。 
 
 
１０ 情報社会を考える その４１ 

     情報社会作りに、どう関与し、どう貢献していくか    編集部 

 
市場原理の基本 

 需要と供給のバランスが市場原理の基本のはずである。アベノミクスは、デフレ脱却を

目指すとして、大幅な金融緩和政策を実施し、市場への資金供給量を増やしてきているが、

実経済社会にはその需要がない。その意味で、アベノミクスによる金融政策は完全に市場

原理に反した政策であると言える。 

結果、投下された資金は、実社会の金融需要に応えるのではなく、マネーゲーム社会の

金融需要に応える形で機能している。要するに、金融市場での駆け引きという限りなく「賭

博性」の強い金融取引の材料としてだけ機能している。 
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そこには、金融相場という、一見解るようで解らない一応の目安があるとされているが、

その相場自体が、金融政策関係者というホンの一握りの人（人々？）の思惑で左右される

ものだけに、実に不安定であり、頼りがない。 

 
 

１２ 日本再生／世界競争力回復のカギ 

何故 Ｍ－ＢＩＭ構築が必要か  その 36        水田 浩 

 

オープンガバメント OG 2  機会開発者の登場  
 1.情報社会のスピード 

EU の 10 のプロジェクトは、1994 年から 20 年経った現在（2014 年）には技術的には

すべて可能になったが、欧州連合（EU）の執行機関である欧州委員会が 2013 年 11 日に

発表した電話・通信分野の市場統合に向けた包括的な提案に見るように、電話・通信分野

は、まだ加盟国ごとに規制していて、EU 内全体での規制は統一されていない。また、携

帯電話の国際ローミング（相互乗り入れ）手数料も廃止されていない（2013.9.12 日経）。

このように、行政的にはまだまだ情報インフラは出来ていない。 
世界的にみても、インターネットの利用者数は、年々増え続けて 2012 年で 24 億 9000

万人、2013 年が 27 億 4000 万人であった。実に、1 年間で 2 億人以上も増えている（図 1）。 
 この利用者の 1％（3000 万人）が毎日情報を入力しているとすれば、3000 万の情報が

増えていることになる。世界的な情報インフラであるグーグルの推測したインターネット

上の情報量は、「281 エクサバイト」（10 の 18 乗）となっている。 
 
 

１８ 連載 アーキテクチャ論 （34） 

ArchiMate2.0 テクノロジー層            山本修一郎       

         国立大学法人 名古屋大学 情報連携統括本部 情報戦略室 教授 

本稿では、オープングループのアーキテクチャ記述言語である Archimate[1]（アーキメ

イト）の技術層で使われるモデリング言語について紹介する。 
■テクノロジー層の位置づけ 

ArchiMate 階層は、表 1 に示すように、ビジネス層、アプリケーション層、テクノロジ

ー層から構成されている。アプリケーション層では、ソフトウェアによってビジネス層を

実現する。 
テクノロジー層は、アプリケーション層で必要となる基盤サービスを提供する。 
 
 

２５ IT 新時代とパラダイム・シフト 

   第５２回 新聞／テレビが報道しないニュース        根本忠明 

最近、新聞／TV が報道しないニュースが増えている。ウェブサイトと比較すると簡単

にわかる。社会的な関心を集めている出来事について、大手新聞社や TV 局は、何故かだ

んまりを決めこんでいる。まさに、新聞／TV の危機的状況といってよい。今回は、この

問題について紹介することにしたい。 
 若者の新聞／TV 離れが止まらない。いろいろな原因が考えられるが、その中でも大き

な問題は、世間で話題になった事件や事故でさえも、わが国の大手新聞社や TV 局が報道
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を差し控えしようとしていることにあると、筆者は感じている。 
 
 
２８ 続インテリジェンスへのいざない 49 

猪正確な情報の誠実かつ中立的な提供者            今井 武 

情報を受ける側の「自己責任」が盛んに指摘される今日の情報社会である。逆説的に言

えば、いかに危うい情報が飛び交う時代になったかということでもある。記者の主張記事

が大半であった一般マスコミが、原則「客観報道」を社是にしたのは、情報の受け手であ

る読者のためではない。発信元であるマスコミの社内事情を重視したからだ。この基本姿

勢は変わっていない。 
 

 

３１ 一味違うウェブ検索 

  第四十話 「事典・辞書などの使い方」シリーズ 

⑤白書を辞典として利用する         ぐぅのうぇぶへい 

今回は、政府による白書類を事典として利用する方法を紹介する。白書は国政の各分野

に関しての毎年発行される報告書であり、ウェブ上で初版から現在まで各年次版が閲覧で

きる。その内容に対して、マスコミや有識者らが、多様な見解を表明している。これらを

比較参照しながら、事典として利用する方法を紹介する 

 

 

３３ 連載 四字熟語力トレーニング           すぎやまチヒロ 
 
 
☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 
 

 

オンデマンド出版のご案内 

 

 

本誌連載中の山本修一郎氏「アーキテクチャ論」が、オンデマンド出版され

ております。ご活用下さい。 

詳しくは、WebCR ホームページをご覧下さい。 

 

 

     「アーキテクチャ論」       

         山本修一郎 著 

国立大学法人 名古屋大学 情報連携統括本部 情報戦略室 教授 

 

 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 
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案内／お知らせコーナー 

 

セミナー／講演会の講師紹介 
 

ユーザー会/各種研究会/勉強会における 
セミナー/講演会での講師をご紹介致します。 

 

クラウドサービス導入前のチェックポイント 

クラウドサービスは果たしてＴＣＯ削減に寄与するか 

レガシーマイグレーションの進め方と留意点 

これからの企業情報システム構築のポイント 

これからの金融情報システムの課題 

役に立つ情報管理の実践と課題 

情報セキュリティ監査の受け方／臨み方 

リポジトリーベースのシステム資源管理 

その他 クラウドサービス導入にお悩みの方 

など 各種カウンセリングも承ります 
 
 
ご質問／何でも相談は下記まで 

株式会社 日本経営科学研究所 
ＣｏｍｐｕｔｅｒＲｅｐｏｒｔ編集部 

cr-info@jmsi.co.jp 
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